
真
心

八
月

学
校
だ
よ
り

令
和
二
年
八
月
一
日
発
行

三
島
市
立
南
中
学
校

校
長

野
口
厚

昭
和
二
十
二
年
開
校

旧
三
島
市
立
第
一
中
学
校

校
訓
：「
自
治
・協
同
・敬
愛
」

あ
い
さ
つ

真
夏
の
太
陽
が
降
り
注
ぐ
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
南
中
生
は
初
の
八
月
の
学
校
生
活
を
、

暑
さ
に
負
け
ず
に
生
活
し
て
い
ま
す
。

七
月
号
で
は
、
「
五
育
」
の
中
の
「
体
育
」
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

七
月
号
で
は
、
五
育
の
中
の
「
才
育
」
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
性
や
個
性
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
が
際
立
っ
て
高
い
人
を
、
過
去
に

は
ジ
ー
ニ
ア
ス
と
し
て
扱
っ
た
時
代
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
様
々
な
能
力
が
あ
り
ま

す
。
個
人
内
に
お
い
て
、
著
し
く
能
力
の
差

が
あ
る
場
合
に
は
、
発
達
の
困
難
さ
と
し
て

表
出
し
、
支
援
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。学

校
は
そ
の
共
存
を
練
習
で
き
る
格
好
の

場
所
と
考
え
ま
す
。
と
り
わ
け
、
中
学
生
は

自
我
が
芽
生
え
、
表
面
化
し
た
特
性
や
個
性

を
他
人
と
比
較
す
る
中
で
、
自
分
と
の
違
い
、

さ
ら
に
は
優
劣
を
感
じ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。そ

の
特
性
や
個
性
の
優
性
の
部
分
に
つ
い

て
は
、
む
し
ろ
伸
ば
し
て
あ
げ
、
そ
れ
を
自

尊
感
情
に
結
び
つ
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
才
育
で
す
。

そ
し
て
、
友
だ
ち
同
士
で
そ
れ
ら
を
尊
重

し
合
い
、
ク
ラ
ス
、
部
活
動
、
生
徒
会
な
ど
、

ど
ん
な
集
団
に
な
っ
て
も
認
め
合
え
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
将
来
、
社
会
に
出
て
、
地
域
や

職
場
で
、
共
生
社
会
を
望
む
人
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

才
育
の
理
論
は
明
治
時
代
の
も
の
で
す
が
、

現
代
に
リ
フ
ァ
イ
ン
し
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

２
回
目
の
学
校
と
家
庭
と
の
遠
隔
操
作
を

実
験
す
る

七
月
二
日
、
三
年
部
の
学
級
担
任
五
人

が
、
自
宅
に
い
る
生
徒
と
遠
隔
操
作
で
帰

り
の
会
を
行
い
ま
し
た
。
六
十
三
人
の
三

年
生
が
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
目

的
は
新
型
コ
ロ
ナ
ビ
ー
ル

ス
の
第
二
波
に
備
え
て
、

再
び
臨
時
休
業
に
な
っ
て

も
受
験
生
の
三
年
生
だ

け
は
遠
隔
操
作
で
学
習

が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
で
す
。

第
２
回
学
校
運
営
審
議
会
を
開
催
す
る

七
月
四
日
、
保
護
者
と
地
域
の
代
表
者

十
人
を
集
め
て
、
学
校
運
営
に
つ
い
て
六

月
ま
で
の
検
証
と
十
月
ま
で
の
企
画
の
審

議
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
六
月
ま
で
の
検
証

・
臨
時
休
業
中
の
南
中
独
自
の
事
業
は
、

一
番
充
実
し
て
い
て
生
徒
か
ら
も
保
護
者

か
ら
も
好
評
で
あ
っ
た
。

②
十
月
ま
で
の
企
画
の
承
認

・
体
育
の
部
は
静
岡
県
指
針
に
則
り
、
観

客
は
所
定
の
場
所
で
距
離
を
保
っ
て
見
学

し
て
も
ら
う
。

・
文
化
の
部
は
静
岡
県
指
針
に
則
り
、
現

時
点
で
は
九
月
で
も
50
％
収
容
な
の
で
、

生
徒
だ
け
で
合
唱
を
行
い
、
保
護
者
は
教

室
で
ラ
イ
ブ
視
聴
し
た
り
、DV

D

を
購
入

し
た
り
し
て
も
ら
う
。

・
修
学
旅
行
は
十
月
に
実
施
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
、
三
月
に
代
替
旅
行
を
計
画

す
る
。

・
夏
休
み
前
後
の
八
月
七
日
と
八
月
二
十

日
は
、
三
年
生
だ
け
弁
当
持
参
で
五
時
間

目
の
授
業
を
行
う
。

高
校
教
員
に
中
学
生
向
け
の
授
業
を
し
て
い

た
だ
く

七
月
九
日
、
十
六
日
の
両
日
、
公
立
な
ら

び
に
私
立
高
校
の
教
員
、
計
二
十
一
人
が

南
中
を
訪
れ
、
三
年
生
に
授
業
を
行
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
単
な
る
高
校
説
明
と
は
違
っ
て
、

三
年
生
は
そ
の
高
校
に

入
学
し
た
際
に
多
く
の

時
間
を
過
ご
す
授
業
に

つ
い
て
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ

を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
市
内
一
斉
あ
い
さ
つ
運
動
に
参
加

す
る七

月
十
日
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
役
員
が
市
内
一

斉
あ
い
さ
つ
運
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
当
日

は
生
徒
会
本
部
や
地
域

学
校
協
働
本
部
も
加
わ

り
、
盛
大
な
あ
い
さ
つ
運

動
に
な
り
ま
し
た
。

中
体
連
市
内
大
会
が
開
催
さ
れ
る

七
月
十
八
日
か
ら
週
休
日
を
使
っ
て
、
中

体
連
三
島
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
大
会
や
県
大
会
が
中
止
さ
れ
る
中
、

新
型
コ
ロ
ナ
ビ
ー
ル
ス
の
感
染
レ
ベ
ル
が
三

島
市
は
１
と
い
う
こ
と
か
ら
実
現
し
ま
し
た
。

観
客
も
静
岡
県
実
施
方
針
に
従
っ
て
、
三

年
生
の
各
家
庭
二
人
ま
で
と
い
う
制
限
は

あ
っ
た
も
の
の
、
中
学
校
生

活
最
後
の
晴
れ
姿
を
、

生
徒
は
披
露
で
き
、

御
家
庭
は
応
援
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
生

徒
、
家
庭
、
学
校
の

努
力
で
実
現
で
き
た

こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
教
室
及
び
青
少
年
相
談
室
の
紹

介
ふ
れ
あ
い
教
室
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
な
い
小
中
学

生
を
対
象
に
、
個
に
応
じ
た
学
習
を
し
た

り
学
校
復
帰
に
向
け
て
支
援
し
た
り
す
る

機
関
で
す
。

青
少
年
相
談
室
は
、
幼
児
か
ら
お
お
む

ね
25
歳
ま
で
の
方
を
対
象
に
、
不
登
校
・

人
間
関
係
・情
緒
問
題
・学
校
・家
庭
生
活

の
悩
み
・進
路
・非
行
等
の
相
談
が
で
き
る

機
関
で
す
。

い
ず
れ
も
信
頼
あ
る
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐

し
、
指
導
内
容
も
定
評
で
す
。

場
所
：
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内

電
話
：
９
８
３

０
８
８
６

八
月
の
主
な
行
事

５
日

集
金
日

７
日

定
期
テ
ス
ト

三
年
生

技
能
教
科

８
日
～
19
日

夏
季
休
業

８
月
11
・
12
・
13
・
14
・
17

閉
庁
日

５
日
間

21
日

引
き
渡
し
訓
練

全
保
護
者

25
～
28
・
31
日

面
談

九
月
の
主
な
行
事

２
日

県
下
一
斉
学
力
調
査

三
年
生

２
日

定
期
テ
ス
ト

一
年
・二
年
生

技
能
教
科

３
日

生
徒
会
選
挙

４
日

集
金
日

６
日

７
自
治
会
合
同
避
難
訓
練

11
日

定
期
テ
ス
ト

一
年
・二
年
生

五
教
科

18
日

三
島
市
一
斉
あ
い
さ
つ
運
動

19
日

ひ
い
ら
ぎ
祭

体
育
の
部

25
日

ひ
い
ら
ぎ
祭

文
化
の
部

28
日

振
替
休
日

30
日

定
期
テ
ス
ト

三
年
生

五
教
科

当
校
の
教
育
に
つ
い
て
相
談
が
あ
る
方

は
、
遠
慮
な
く
教
頭
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ

い
。
電
話
番
号

９
７
５

０
９
８
０

ス
マ
ホ
で

ブ
ロ
グ
を

閲
覧
し
よ
う


